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PenPlusデベロッパーを、WEBからインストールする 

～ ClickOnce ～ 
 

PenPlusデベロッパーを、WEBからインストールする方法を、以下に提示します。 

（使用する開発環境は、VS2005または VS2008 となります） 

 

※ 以下のURLから、実際にこのプログラムのインストールを確認できます。 （P7に説明あり） 

http://www.penplus.jp/clickonce/ 

 

 

１） VS2005の VB（C#でも同様）で、「ClickOnceDemo」というプロジェクトを新しく作成します。 

 

 

 

２） 次に PenPlusデベロッパーを貼付け、背景を白にしました。 
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３） ソリューション エクスプローラで 

 「すべてのファイルを表示」 をクリックし、 「参照設定」を開き、 「AxPENPLUSXlib」 を選択します。 

 

 

 

４） プロパティで 「分離」 と 「ローカルコピー」 を共に 「True」にします。 （分離はデフォルトが Falseになっています。） 
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５） このままコンパイルすると、warning で「分離エラー」と表示されますが、特別問題にはなりません。 

 

 

６） PenPlus デベロッパーで利用する画像 DLL（Ik6****.DLL）を、デベロッパーの CD からハードディスクの適切なフォル

ダにコピーし、そのフォルダから、ソリューションエクスプローラの 「ClickOnceDemo」 にドラッグします。 

 

 

 

７） 画像 DLLが追加されます。 
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８） ソリューションエクスプローラの 「ClickOnceDemo」で右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

 
 

９） 「発行」を選択し、 「発行場所」 や 「インストールのURL」を設定します。  
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１０）  発行場所の「・・・」ボタンを押します 

 

１１） 「FTPサイト」を選択して、「サーバ」「ディレクトリ」 「ユーザー名」などを入力します。 

 

 

 

１２） 発行画面で、  を押すと、インストールするファイルが確認できます。 
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１３）  発行画面で、  を押し、さらに必要な設定を行います。 

ここでは、「発行者」 、「製品名」、「配置WEBページ」 などを入れています。 

 

 

これら、ClickOnce発行に必要な詳細設定に関しては、以下のHPが参考になります。 

ClickOnceの真実 ： http://www.atmarkit.co.jp/fdotnet/clickonce/clickonce03/clickonce03_01.html 

 

１４） 必要な設定が終わったら、  を押します。 

１５） このとき、次のようなエラーが表示されますが、特に問題にはなりません。 

 



 7

 

１６） 正常に発行されたら、次の画面が開きますので、「インストール」を押します。 

 

 

 

１７） インストールが終了すると、プログラムが動きます。 
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１８）  インストーラが起動せず、次のように XMLのソースが表示される場合は、MIMEタイプの設定が必要となります。 

なお次の例は、サーバが Apacheの場合の設定方法です。 

 

 

１９） メモ帳などを使い、「.htaccess」というテキストファイルを作り、下記の内容を設定してください。 

AddType application/x-ms-application application  

AddType application/x-ms-manifest manifest  

AddType application/octet-stream deploy 

 

２０） この 「.htaccess」 ファイルを発行先のフォルダに保存し、再度  を押します。 
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